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(57)【要約】
【課題】スケジュール管理プログラムに関し，電子メー
ル等のファイルに含まれるスケジュールを管理し，容易
にスケジュールの期限管理や内容確認を行うことが可能
となる技術を提供する。
【解決手段】スケジュール情報登録処理部１０４は，電
子メール等のファイルに含まれるスケジュールに関する
情報を抽出し，スケジュール情報としてスケジュール情
報保持部１０３に登録する。表示制御処理部１０２は，
保持されたスケジュール情報を対処期限の早いものから
順にソートしてスケジュール管理画面に表示する。スケ
ジュール情報は情報の抽出元となるファイルへのリンク
情報を持ち，スケジュール管理画面を介したユーザ指示
により情報の抽出元となるファイルを開く。対処期限管
理処理部１０６が所定の通知時間を経過したスケジュー
ル情報を検出すると，表示制御処理部１０２は，該当ス
ケジュールへの対処を促す通知を画面に表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報処理装置が実行するスケジュール管理プログラムであって，
　前記情報処理装置を，
　スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部と，
　ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出された情報をもとに
スケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報を前記スケジュール情報保持部
に登録するスケジュール情報登録部と，
　表示画面上にスケジュール管理画面を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に前
記保持されたスケジュール情報を表示する表示制御部として，
　機能させることを特徴とするスケジュール管理プログラム。
【請求項２】
　前記スケジュール情報は，情報の抽出元である前記ファイルへのリンク情報を有し，
　前記表示制御部は，前記スケジュール管理画面を介したユーザ操作により前記ファイル
の内容表示が指示されたときに，前記ファイルへのリンク情報に基づいて，前記表示画面
上にユーザにより指定された前記ファイルの内容を表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載のスケジュール管理プログラム。
【請求項３】
　前記情報処理装置を，ユーザの指示により前記保持されたスケジュール情報を編集する
スケジュール情報編集部として，
　機能させることを特徴とする請求項１または請求項２に記載のスケジュール管理プログ
ラム。
【請求項４】
　前記スケジュール情報は，ユーザにスケジュールへの対処を促す通知を行う日時を示す
通知日時の情報を有し，
　前記表示制御部は，前記通知日時を経過した前記スケジュール情報について，ユーザに
該当スケジュールへの対処を促す表示を行う
　ことを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれかに記載のスケジュール管理プロ
グラム。
【請求項５】
　前記スケジュール情報は，スケジュールへの対処が終了しているか否かを示す情報を有
し，
　前記情報処理装置を，対処が終了した前記スケジュール情報を対処済スケジュール情報
のログに出力し，前記スケジュール情報保持部から削除する対処済スケジュールログ出力
部として，
　機能させることを特徴とする請求項１から請求項４までのいずれかに記載のスケジュー
ル管理プログラム。
【請求項６】
　スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部と，
　ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出された情報をもとに
スケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報を前記スケジュール情報保持部
に登録するスケジュール情報登録部と，
　表示画面上にスケジュール管理画面を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に前
記保持されたスケジュール情報を表示する表示制御部とを備える
　ことを特徴とするスケジュール管理装置。
【請求項７】
　スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部を備えたスケジュール管理装置が実行するスケジュール管理方法であって
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，
　ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出された情報をもとに
スケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報を前記スケジュール情報保持部
に登録する過程と，
　表示画面上にスケジュール管理画面を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に前
記保持されたスケジュール情報を表示する過程とを有する
　ことを特徴とするスケジュール管理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，スケジュール管理の技術に関するものであり，特に，作業の依頼などのスケ
ジュールに関する情報が含まれた電子メール等のファイルをもとに生成されたスケジュー
ルを管理するスケジュール管理プログラム，スケジュール管理装置およびスケジュール管
理方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　作業の依頼や会議予定の通知などのスケジュールに関する情報を，電子メールによって
行うケースがある。しかし，いわゆるメーラーには，それらのスケジュールを統合的に管
理するシステムがなく，スケジュールの情報を含む電子メールのスケジュール管理を行う
ことができなかった。
【０００３】
　メーラーによるスケジュールを管理するための技術が記載された文献として，例えば特
許文献１がある。特許文献１には，電子メールの本文より処理期限を抽出，または利用者
による処理期限情報を付加して電子メールを記憶し，当該電子メールを処理期限が近い順
に並び替えて表示するメール処理装置に関する技術が記載されている。
【０００４】
　また，期限管理を目的とする技術として，カレンダー上にＴｏＤｏリストを記載し，締
切りを過ぎたスケジュールについては翌日のＴｏＤｏリストに表示することで期限管理を
行うグループウェアのアプリケーションなどがある。
【特許文献１】特開２００５－２８４４７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スケジュールに関する情報を電子メールで受けた後，そのまま長い期間が経過してしま
うと，その間に蓄積された他の電子メールに埋もれてしまい，必要なスケジュールに関す
る情報が記載された電子メールを検索して探し出すことに手間がかかるという問題がある
。また，電子メールの内容を付箋紙に書き写して管理しても，見落としによって対処を忘
れてしまうケースもあった。
【０００６】
　従来のスケジュール管理ソフトにスケジュールのデータを入力し，スケジュール管理を
行う方法もあるが，入力ミスの問題や，スケジュールの内容を参照するためにスケジュー
ル管理ソフトを開く手間などがかかるという問題がある。また，スケジュール管理ソフト
からスケジュールのもととなった電子メールを開くことはできず，電子メールの内容を確
認したい場合には，メーラーを起動する必要があった。
【０００７】
　上記の特許文献１に記載された技術も，いわゆるメーラーに関する技術であるため，ス
ケジュールの対処期限などを確認したい場合や，スケジュールの情報を含む電子メールの
内容を確認したい場合などには，そのたびにメーラーを起動しなければならないという問
題がある。
【０００８】
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　本発明は，上記の問題点の解決を図り，電子メール等のファイルに含まれるスケジュー
ルを管理し，容易にスケジュールの期限管理や内容確認を行うことが可能となる技術を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　スケジュール管理機能は，ディスプレイ等の表示画面にスケジュール管理画面を表示し
，そのスケジュール管理画面上に登録されたスケジュールの情報を表示する。スケジュー
ル管理画面上に表示するスケジュール情報を対処日時が早いものから順に並べて表示する
こともできる。スケジュール情報の登録は，ドラッグ＆ドロップなどの簡単なユーザ操作
により指定された電子メール等のファイルから，対処日時などのスケジュールに関する情
報を自動抽出して行われる。これにより，電子メール等のファイルに含まれたスケジュー
ルに関する情報を，容易にスケジュール管理機能に登録し，管理することができる。
【００１０】
　また，スケジュール情報の登録時に，スケジュールに関する情報の抽出元となるファイ
ルへのリンク情報も同時に登録し，ディスプレイ等の表示画面に表示されたファイルへの
リンクボタンをクリックするなどの簡単な操作により，スケジュールに関する情報の抽出
元となるファイルを開くことができる。これにより，長期間の経過により埋もれてしまっ
た，スケジュールに関する情報を含む電子メール等のファイルを確認したいときに，それ
を探す手間を省くことができる。
【００１１】
　また，ユーザは登録されたスケジュール情報を編集することもできる。これにより，電
子メール等のファイルから抽出しきれなかった情報の補充や，誤って抽出された情報の修
正が可能となり，より正確なスケジュール情報の管理が可能となる。
【００１２】
　また，ユーザがスケジュールの対処日時が近くなった旨を通知する時間を設定している
場合に，ユーザにより設定された通知時間を経過すると，ユーザに対してそのスケジュー
ルへの対処を促す通知を行う。これにより，ユーザによるスケジュールへの対処忘れ等を
防止することができる。
【００１３】
　また，ユーザによりスケジュール情報が対処済であるとされた場合に，その対処済とな
ったスケジュール情報を対処済スケジュールのログに出力し，スケジュール管理機能が管
理するスケジュール情報から削除する。これにより，のちのちに対処済のスケジュールを
確認する必要があった場合でも，対処済スケジュールのログで確認することができるよう
になる。
【００１４】
　具体的には，情報処理装置が実行するスケジュール管理プログラムは，情報処理装置を
，スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部と，ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出さ
れた情報をもとにスケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報をスケジュー
ル情報保持部に登録するスケジュール情報登録部と，表示画面上にスケジュール管理画面
を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に保持されたスケジュール情報を表示する
表示制御部として機能させる。
【００１５】
　また，上記のスケジュール管理プログラムにおいて，スケジュール情報は情報の抽出元
であるファイルへのリンク情報を有し，表示制御部は，スケジュール管理画面を介したユ
ーザ操作によりファイルの内容表示が指示されたときに，ファイルへのリンク情報に基づ
いて，表示画面上にユーザにより指定されたファイルの内容を表示する。
【００１６】
　また，上記のスケジュール管理プログラムは，情報処理装置を，ユーザの指示により保
持されたスケジュール情報を編集するスケジュール情報編集部として機能させる。



(5) JP 2009-223840 A 2009.10.1

10

20

30

40

50

【００１７】
　また，上記のスケジュール管理プログラムにおいて，スケジュール情報はユーザにスケ
ジュールへの対処を促す通知を行う日時を示す通知日時の情報を有し，表示制御部は，通
知日時を経過したスケジュール情報について，ユーザに該当スケジュールへの対処を促す
表示を行う。
【００１８】
　また，上記のスケジュール管理プログラムにおいて，スケジュール情報は，スケジュー
ルへの対処が終了しているか否かを示す情報を有し，上記のスケジュール管理プログラム
は，情報処理装置を，対処が終了したスケジュール情報を対処済スケジュール情報のログ
に出力し，スケジュール情報保持部から削除する対処済スケジュールログ出力部として機
能させる。
【発明の効果】
【００１９】
　電子メール等のファイルに含まれたスケジュールに関する情報をもとに，簡単にスケジ
ュール情報を登録し，管理することができるようになる。
【００２０】
　また，スケジュール情報の抽出元となるファイル，例えば電子メールへのリンク情報を
保持し，その電子メールへのリンクボタンを画面に表示することにより，メーラーを起動
して該当する電子メールを探索する手間をかけずに，簡単に該当電子メールを開くことが
できる。
【００２１】
　また，あらかじめ設定された対処期日が近づいた旨を示す通知を行う時間となると，ユ
ーザに対してそのスケジュールへの対処を促す通知を行うため，ユーザによるスケジュー
ルへの対処忘れ等を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下，本発明の実施の形態について，図を用いて説明する。
【００２３】
　図１は，本実施の形態による付箋スケジュール管理部の構成例を示す図である。付箋ス
ケジュール管理部１００は，ディスプレイ２０に表示されたスケジュール管理画面を用い
てスケジュール管理を行う機能を実現させる手段であり，情報処理装置１０のコンピュー
タが備えるＣＰＵ，メモリ等のハードウェアと，ソフトウェアプログラムとにより実現さ
れる。本実施の形態では，ディスプレイ２０に表示されるスケジュール管理画面を“付箋
画面”と呼ぶものとする。
【００２４】
　本実施の形態では，付箋スケジュール管理部１００によるスケジュール管理機能は，起
動されると常駐し，デスクトップ画面上に，付箋画面を表示する。付箋スケジュール管理
部１００によるスケジュール管理機能は，ＯＳ起動後に自動的に起動して常駐させるよう
にしてもよいし，ユーザの起動指示により起動して常駐させるようにしてもよい。
【００２５】
　付箋スケジュール管理部１００によるスケジュール管理機能を情報処理装置１０上で常
駐させることにより，スケジュール管理ソフトを起動したり，スケジュール登録したＷｅ
ｂページを開かなくても，ディスプレイ２０等の表示画面に表示されたスケジュール管理
画面で，電子メール等のファイルから得られたスケジュール情報を，簡単に参照すること
ができる。
【００２６】
　付箋スケジュール管理部１００は，ユーザ操作受付処理部１０１，表示制御処理部１０
２，スケジュール情報保持部１０３，スケジュール情報登録処理部１０４，スケジュール
情報編集処理部１０５，対処期限管理処理部１０６，対処済スケジュールログ出力部１０
７，対処済スケジュールログ保持部１０８を備える。
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【００２７】
　ユーザ操作受付処理部１０１は，マウスやキーボードなどの入力装置３０によるユーザ
操作を受け付け，ユーザ操作に該当する処理部に制御を渡すなどの処理を行う。
【００２８】
　表示制御処理部１０２は，画面表示に関する処理を行う。例えば，付箋スケジュール管
理部１００によるスケジュール管理機能が起動されると，デスクトップ画面上に付箋画面
を常駐表示するなどの，ディスプレイ２０への表示処理を行う。
【００２９】
　図２は，付箋画面が常駐表示されたデスクトップ画面の例を示す図である。付箋スケジ
ュール管理部１００によるスケジュール管理機能が起動されると，表示制御処理部１０２
によって，ディスプレイ２０に表示されたＯＳのデスクトップ画面上に付箋画面２００が
表示される。
【００３０】
　スケジュール情報保持部１０３は，スケジュール情報を保持する。
【００３１】
　図３は，本実施の形態によるスケジュール情報管理テーブルの例を示す図である。図３
に示すスケジュール情報管理テーブル１３０は，スケジュール情報保持部１０３に保持さ
れたスケジュール情報をテーブル形式で管理した例である。
【００３２】
　スケジュール情報管理テーブル１３０は，スケジュール情報のレコードごとに，スケジ
ュール名，要旨，パス情報，対処期限日時，通知時間，残時間，対処フラグ，関係者情報
などの情報を持つ。
【００３３】
　スケジュール名は，そのスケジュール情報に与えられた名称である。要旨は，そのスケ
ジュール情報の内容を示す情報である。パス情報は，そのスケジュール情報の登録元のフ
ァイルへのリンク情報である。なお，ここでのファイルは，広義であり，電子メールを含
むものとする。
【００３４】
　対処期限日時は，そのスケジュール情報の対処期限となる日時の情報である。通知時間
は，そのスケジュール情報の対処期限日時が近くなったことをユーザに通知する日時の情
報である。通知時間については，例えば，対処期限日時の何日前／何時間前といった相対
的な情報の持ち方や，何月何日何時といった絶対的な情報の持ち方などが考えられる。残
時間は，対処期限日時までに残された時間を示す情報である。残時間が＋（プラス）のと
きには対処期限日時までの残り時間を示し，残時間が－（マイナス）のときには対処期限
日時からの超過時間を示す。
【００３５】
　対処フラグは，そのスケジュール情報が未対処であるか対処済であるかを示すフラグで
ある。関係者情報は，そのスケジュール情報が他から依頼されたスケジュールである場合
には依頼元を示す情報であり，そのスケジュール情報が他に依頼したスケジュールである
場合には依頼先を示す情報である。他に依頼したスケジュールである場合に，同時に複数
の依頼先が存在するときには，それぞれの依頼先ごとに未対処／対処済を管理するように
してもよい。
【００３６】
　表示制御処理部１０２は，スケジュール情報保持部１０３に保持されたスケジュール情
報を，常駐された付箋画面２００上に表示する。また，表示制御処理部１０２は，スケジ
ュール一覧ソート処理部１２０を備え，そのスケジュール一覧ソート処理部１２０により
，スケジュール情報保持部１０３に保持されたスケジュール情報を対処期限日時が早いも
のから順にソートして表示することができる。
【００３７】
　図２に示す付箋画面２００では，３つのスケジュールのスケジュール名の一覧が表示さ
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れている。スケジュール情報が多数登録されている場合に，付箋画面２００上にすべての
スケジュール情報の一覧を表示すると画面が煩雑になるため，通常は，対処期限日時が早
い一部のスケジュール情報の一覧が表示される。また，付箋画面２００上に詳細なスケジ
ュール情報の一覧を表示しても画面が煩雑になるため，通常は，スケジュール情報が持つ
情報の一部の一覧が表示される。
【００３８】
　図４は，スケジュール情報の詳細表示の例を示す図である。図４（Ａ）は，選択された
１つのスケジュール情報の詳細表示の例を示し，図４（Ｂ）は，登録されている全スケジ
ュール情報の詳細一覧表示の例を示す。
【００３９】
　ユーザによってあるスケジュールの詳細表示を指示する操作がなされると，表示制御処
理部１０２は，図４（Ａ）に示すように，指定されたスケジュールのスケジュール詳細情
報画面２１０を表示する。スケジュールの詳細表示を指示する操作は，例えば，マウスカ
ーソルを付箋画面２００上の詳細表示したいスケジュールのスケジュール名の上に合わせ
る，付箋画面２００上の詳細表示したいスケジュールのスケジュール名をクリックするな
どである。
【００４０】
　また，ユーザによって登録されている全スケジュール情報の詳細表示を指示する操作が
なされると，表示制御処理部１０２は，図４（Ｂ）に示すように，スケジュール詳細情報
一覧画面２１１を表示する。このとき，スケジュール一覧ソート処理部１２０により，対
処期限日時が早いスケジュール情報から順に表示される。登録されている全スケジュール
情報の詳細表示を指示する操作は，例えば，付箋画面２００をダブルクリックする，付箋
画面２００上での右クリックでメニューを開いて全スケジュール情報の詳細表示を選択す
るなどである。
【００４１】
　図４（Ａ）に示すスケジュール詳細情報画面２１０，図４（Ｂ）に示すスケジュール詳
細情報一覧画面２１１において，ファイルへのリンクの部分には，スケジュール情報の抽
出元となったファイルへのリンクボタンが表示されており，そのリンクボタンをマウスで
クリックすると，スケジュール情報の抽出元となったファイルが自動的に開くようになっ
ている。このようなリンクボタンは，詳細表示の画面だけではなく，付箋画面２００上の
スケジュール情報の一覧に表示してもよい。
【００４２】
　例えば，スケジュール情報の抽出元となったファイルが電子メールであれば，リンクボ
タンをクリックすることにより自動的にメーラーが起動され，スケジュール情報の抽出元
の電子メールが開く仕組みとなっている。これにより，スケジュール情報の抽出元の電子
メールをわざわざ探さなくても，簡単に開くことができる。なお，リンクボタンを付箋画
面２００上に表示する情報としておけば，スケジュール情報の詳細表示をしなくても簡単
にスケジュール情報の抽出元となったファイルを開くことができる。
【００４３】
　スケジュール情報登録処理部１０４は，ファイルからスケジュール情報の登録を指示す
るユーザ操作がなされたときに，ユーザ操作により指定されたファイルから得られるスケ
ジュール情報を，スケジュール情報保持部１０３に登録する。スケジュール情報登録処理
部１０４は，スケジュール情報自動抽出処理部１４０を備え，そのスケジュール情報自動
抽出処理部１４０により，指定されたファイルから必要な情報を自動抽出することができ
る。
【００４４】
　スケジュール情報の登録を指示するユーザ操作としては，例えば，マウスのドラッグ＆
ドロップによってスケジュール情報として登録したいファイルをデスクトップ画面上の付
箋画面２００に移動する操作などが考えられる。また，スケジュール情報の抽出元のファ
イルとしては，例えば，電子メールや，テキストファイル，ＰＤＦファイルなど，抽出可
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能な文書情報を含む様々なファイルが考えられる。また，スケジュール情報の登録は，例
えば，受信した他から依頼されたスケジュールの電子メールであっても，送信した他に依
頼したスケジュールの電子メールであってもよい。
【００４５】
　図５は，スケジュール情報の登録の例を説明する図である。本実施の形態では，図５に
示すように，特に電子メールをスケジュール情報の抽出元とする例を説明する。メーラー
画面２２０上でスケジュール情報として登録するメールを選択し，ドラッグ＆ドロップに
よって付箋画面２００に移動する。スケジュール情報登録処理部１０４は，付箋画面２０
０にドロップされたメールから必要な情報を抽出し，その抽出された情報をもとにスケジ
ュール情報を生成してスケジュール情報保持部１０３に保持する。
【００４６】
　ここで，スケジュールに関する情報を自動抽出して，スケジュール情報を生成する処理
の例を説明する。ここでは，他から作業を依頼された電子メールから必要な情報を抽出し
て，スケジュール情報を生成する例を説明する。
【００４７】
　スケジュール名としては，例えば，電子メールの件名を取得する。要旨としては，例え
ば，電子メールの本文の文頭部分から１，２行の文章を抽出する。ファイルへのパス情報
は，保持されている電子メールへのパスを取得する。
【００４８】
　対処期限日時は，例えばキーワード検索により抽出することができる。期限を示す単語
をキーワードとして電子メールを検索し，検出された期限を示す単語近傍の日時を表す情
報を抽出する。このような期限情報の自動検出については，例えば上記の特許文献１にも
記載されている。
【００４９】
　例えば，“期限”，“納期”などの期限を示す単語を検索用のキーワードとして登録し
ておき，登録された各単語でキーワード検索を行う。“ｘｘ年ｘｘ月ｘｘ日”，“ｘｘ／
ｘｘ　ｘｘ：ｘｘ”などの日時を表す情報のパターンを登録しておき，期限を示す単語が
検出されたときには，その期限を示す単語が検出された部分の前後から，日時を表す情報
のパターンに合った記載を抽出し，対処期限日時の情報とする。簡単な具体例を挙げると
，“作業の完了期限は３月１１日です”という文章が電子メールにあった場合，キーワー
ド検索により“期限”というキーワードが検出され，“期限”というキーワードの近傍か
らパターンマッチングにより“３月１１日”という対処期限日時の情報を抽出できる。
【００５０】
　関係者情報は，他から依頼されたスケジュールの電子メールすなわち受信メールの場合
には，依頼元を示す情報すなわち受信メールの送信者の情報を取得し，他に依頼したスケ
ジュールの電子メールすなわち送信メールの場合には，依頼先を示す情報すなわち送信メ
ールの宛先の情報を取得する。
【００５１】
　テキストファイル，ＰＤＦファイルなどの場合でも，ファイル名をスケジュール名とし
て，本文の文頭部分から１，２行の文章を要旨として，保持されているファイルへのパス
をファイルへのパス情報として取得し，その他の情報を上記の対処期限期日と同様にキー
ワード検索などにより抽出すればよい。
【００５２】
　これ以外にも，例えば作業の依頼等を行う電子メールを所定のフォーマットで作成する
ようにあらかじめ取り決めておけば，その所定のフォーマットに従って電子メールから簡
易に正確なスケジュール情報の抽出を行うことができる。
【００５３】
　また，通知時間，対処フラグなどのファイルから抽出されない情報は，例えば通知時間
は“１日前”，対処フラグは“１”などのようにあらかじめデフォルト値を決めておき，
スケジュール情報の登録時にそれを設定するようにすればよい。また，対処期限日時の情
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報などでも日付情報だけが得られ，年や時間の情報が得られないような場合には，その部
分のみにあらかじめ定められたデフォルト値を設定するようにしてもよい。
【００５４】
　また，ユーザに不足する情報の補充を行うように要求してもよい。例えば，ファイルか
らの情報抽出後，通知時間の入力を要求する画面を表示し，ユーザに通知時間の入力を促
すようにする。
【００５５】
　また，他から依頼されたスケジュールへの対処を承認した旨の通知を自動的に行うよう
にすることもできる。スケジュール情報登録処理部１０４は，依頼承認処理部１４１を備
え，その依頼承認処理部１４１により，登録が行われたスケジュールについて依頼への対
処を承認した旨を，依頼元に自動的に通知することができる。例えば，他から依頼された
スケジュールの電子メールを登録するユーザ操作があった場合に，その電子メールの送信
者に対して，依頼を承認する旨を示す所定のフォーマットの電子メールを作成し，自動的
に返信する。なお，スケジュール情報登録時に，依頼対処承認の通知を行うか否かを問い
合わせ，ユーザが通知を行うと判断したときにのみ承認通知を行うようにしてもよい。
【００５６】
　スケジュール情報編集処理部１０５は，スケジュール情報の編集を指示するユーザ操作
がなされたときに，ユーザに指定されたスケジュール情報をユーザの指示によって編集す
る。スケジュール情報の編集を指示するユーザ操作は，例えば，図４（Ｂ）に示すような
スケジュール詳細情報一覧画面２１１を表示し，その中から編集を行いたいスケジュール
情報を選択して右クリックでメニューを開き，スケジュール情報の編集を選択するなどで
ある。
【００５７】
　上述のファイルからのスケジュール情報の自動抽出では，必ずしも完全な情報を抽出で
きるとは限らない。また，通知時間などはデフォルト設定値が自動設定されるため，必ず
しも最適な時間が設定されるとは限らない。そこで，ユーザは，スケジュール情報編集処
理部１０５によるスケジュール編集機能を呼び出し，不完全な情報の補充や，誤った情報
の修正などを行う。スケジュール情報編集処理部１０５は，ユーザにより編集されたスケ
ジュール情報で，スケジュール情報保持部１０３に保持された該当スケジュール情報を更
新する。
【００５８】
　対処期限管理処理部１０６は，スケジュール情報保持部１０３に保持されたスケジュー
ル情報の対処期限を管理する。例えば，スケジュール情報保持部１０３に保持されたスケ
ジュール情報の対処期限日時や通知時間を監視し，通知時間を経過したスケジュール情報
や，対処期限日時を経過したスケジュール情報について，表示制御処理部１０２に対して
所定の通知を行う旨の指示を送る。
【００５９】
　対処期限日時や通知時間の監視については，さまざまな方法が考えられる。例えば，対
処期限管理処理部１０６が備える残時間カウント処理部１６０によりスケジュール情報ご
とに対処期限日時までの残時間をカウントし，相対的な通知時間と残時間とが一致した場
合に，そのスケジュール情報について通知時間になったと判断し，残時間が０になった場
合に，そのスケジュール情報について対処期限日時になったと判断する方法がある。また
，例えば，情報処理装置１０が備える時計機能と絶対的な通知時間とが一致した場合に，
そのスケジュール情報について通知時間になったと判断し，情報処理装置１０が備える時
計機能と対処期限日時とが一致した場合に，そのスケジュール情報について対処期限日時
になったと判断する方法がある。
【００６０】
　表示制御処理部１０２は，対処促進通知処理部１２１を備える。対処促進通知処理部１
２１は，スケジュールへの対処をユーザに促すために，通知時間や対処期限日時となった
ことをユーザに通知する。
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【００６１】
　図６は，対処期限が近づいたことをポップアップ表示で通知する画面の例を示す図であ
る。図３に示すスケジュール情報管理テーブル１３０では，スケジュールｂの通知時間は
対処期限日時の１日前に設定されている。スケジュールｂの通知時間になると，対処促進
通知処理部１２１は，図６に示すようなポップアップ画面２１２を表示することにより，
対処期限が近づいた旨の通知を行う。このとき，同時に対処期限が近づいた旨を示す警告
音を鳴らすようにしてもよい。
【００６２】
　また，対処促進通知処理部１２１は，通知時間が過ぎた付箋画面２００上のスケジュー
ルｂについての表示を，強調表示にする。強調表示の例としては，例えば，文字を太字に
する，文字を斜体にする，文字を大きくする，文字の色を変えるなどがある。なお，図２
，図４～図６において，スケジュールａについてはすでに通知時間が過ぎていたため，強
調表示となっている。
【００６３】
　対処促進通知処理部１２１は，対処期限日時となったスケジュールについても同様に，
対処期限となった旨を通知するために，ポップアップ画面２１２を表示したり，対処期限
となった旨を示す警告音を鳴らしたりする。また，対処期限日時が過ぎた付箋画面２００
上のスケジュールについての表示を，強調表示にする。例えば，通知時間前の付箋画面２
００上のスケジュールを黒で表示し，通知時間が過ぎた付箋画面２００上のスケジュール
を青で表示し，対処期限日時が過ぎた付箋画面２００上のスケジュールを赤で表示するよ
うにすれば，ユーザはスケジュールの期限管理状況を一目で把握することができる。
【００６４】
　なお，情報処理装置１０の電源ＯＦＦ時に通知時間や対処期限日時が過ぎてしまった場
合も考慮し，付箋スケジュール管理部１００によるスケジュール管理機能の起動時にも，
通知時間や対処期限日時が過ぎたスケジュールについて，ポップアップ表示による通知を
行うようにしてもよい。また，通知時間や対処期限日時が過ぎたスケジュールについて，
所定の時間間隔で繰り返しポップアップ表示による通知を行うようにしてもよい。
【００６５】
　ここまでは，他から依頼されたスケジュールの対処期限管理の例を中心に説明したが，
対処期限管理処理部１０６は，他に依頼したスケジュールを管理することもできる。対処
期限管理処理部１０６は，依頼先管理処理部１６１を備え，その依頼先管理処理部１６１
は，他に依頼したスケジュールを管理する。図３に示すスケジュール情報管理テーブル１
３０の例には示されていないが，各スケジュール情報は，そのスケジュール情報が他から
依頼されたスケジュールであるか，依頼したスケジュールであるかを示す情報を持つ。
【００６６】
　対処期限管理処理部１０６は，他に依頼したスケジュールであるスケジュール情報につ
いても，他から依頼されたスケジュールの対処期限管理と同様に，スケジュール情報保持
部１０３に保持されたスケジュール情報の対処期限日時や通知時間を監視し，通知時間を
経過したスケジュール情報や，対処期限日時を経過したスケジュール情報について，表示
制御処理部１０２に対して所定の通知を行う旨の指示を送る。
【００６７】
　このときさらに，依頼先管理処理部１６１は，スケジュールを依頼した相手先に，対処
を促す通知を自動的に送信することができる。依頼先管理処理部１６１は，通知時間とな
ったスケジュール情報や，対処期限日時となったスケジュール情報について，通知時間／
処理期限日時となった旨を依頼先に通知する。例えば，スケジュール情報保持部１０３か
らその関係者情報を取得し，取得された関係者情報に含まれる依頼先のメールアドレスを
宛先とした所定のフォーマットの催促メールを自動生成し，それを送信する。
【００６８】
　なお，同時に複数の依頼先が存在し，それぞれの依頼先ごとに未対処／対処済が管理さ
れている場合には，未対処の依頼先にのみ通知するようにもできる。また，依頼先のコン
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ピュータが付箋スケジュール管理部１００によるスケジュール管理機能を備えている場合
には，そのコンピュータが依頼元から対処を促す通知を受けたときに，表示制御処理部１
０２により，ポップアップ表示によるユーザへの通知を行うようにすることもできる。こ
のように，付箋スケジュール管理部１００を備える複数の情報処理装置１０間でスケジュ
ール管理を行うシステムを構築してもよい。
【００６９】
　次に，対処が終了したスケジュールの処理について説明する。スケジュールへの対処が
終了した場合には，対処が終了したスケジュールについて対処フラグを“対処済”に設定
する必要がある。例えば，ユーザは，スケジュール情報編集処理部１０５によるスケジュ
ール情報の編集機能を呼び出し，対処が終了したスケジュールの対処の情報を未対処から
対処済に変更する。
【００７０】
　このとき，対処済とされたスケジュールが他から依頼されたスケジュールである場合に
，そのスケジュールの依頼元に，対処済であることを通知するようにしてもよい。例えば
，スケジュール情報保持部１０３からその関係者情報を取得し，取得された関係者情報に
含まれる依頼元のメールアドレスを宛先とした所定のフォーマットの対処済通知用の電子
メールを自動生成し，それを送信する。さらに，依頼元のコンピュータが付箋スケジュー
ル管理部１００によるスケジュール管理機能を備えている場合には，そのコンピュータが
依頼先から対処済の通知を受けたときに，該当するスケジュール情報の対処フラグを自動
的に対処済に更新するようにしてもよい。
【００７１】
　対処済となったスケジュール情報は，付箋画面２００上に表示されなくなる。通知時間
や対処期限日時のポップアップ表示も行う必要はない。なお，スケジュール情報の詳細表
示には，対処済となったスケジュール情報も表示してよい。
【００７２】
　図７は，対処済となったスケジュール情報を付箋画面上に非表示とする例を説明する図
である。例えば，図６の状態では，スケジュールａが付箋画面２００上に表示されている
。ここで，ユーザは，スケジュールａの作業が終了したため，スケジュールａを対処済に
設定する。表示制御処理部１０２は，対処フラグが対処済であるスケジュール情報につい
ては付箋画面２００上に表示しない。よって，図７に示すように，対処済となったスケジ
ュールａは付箋画面２００上に表示されなくなり，変わりにスケジュールｃの次に対処期
限が早いスケジュールｄが付箋画面２００上に表示されるようになる。
【００７３】
　対処済となったスケジュール情報は，スケジュール情報保持部１０３から削除する必要
がある。対処済となった瞬間にスケジュール情報を削除するようにしてもよいし，例えば
１日の作業終了時や，翌日のスケジュール管理機能の起動時などの特定のタイミングで対
処済となったスケジュール情報をまとめて削除するようにしてもよい。また，未対処のス
ケジュール情報であっても，スケジュール情報の削除を指示するユーザ操作があったとき
には削除可能である。
【００７４】
　対処済となったスケジュール情報を単に削除するのではなく，対処済スケジュールのロ
グとして保存するようにしてもよい。対処済スケジュールログ出力部１０７は，対処済と
なったスケジュール情報を対処済スケジュールログ保持部１０８に出力する。対処済スケ
ジュールログ保持部１０８は，対処済となったスケジュール情報のログを保持する。スケ
ジュール情報保持部１０３から対処済スケジュールログ保持部１０８への対処済スケジュ
ール情報の出力は，削除の場合と同様に，対処済となった瞬間でもよいし，特定のタイミ
ングでまとめて行うようにしてもよい。対処済となったスケジュール情報のログを保持し
ておけば，後から対処したスケジュールの履歴を確認することもできる。
【００７５】
　以下，本実施の形態の付箋スケジュール管理部１００によるスケジュール管理機能の処
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理フローチャートの例を説明する。ここでは，情報処理装置１０のＯＳ起動時に付箋スケ
ジュール管理部１００によるスケジュール管理機能が自動的に起動し，常時実行状態とな
るものとする。また，登録されるスケジュール情報の抽出元のファイルは，電子メールで
あるものとする。
【００７６】
　図８は，本実施の形態によるスケジュール管理処理フローチャートである。情報処理装
置１０が起動されると，スケジュール管理機能が起動し（ステップＳ１０），ディスプレ
イ２０に表示されたＯＳのデスクトップ画面上に付箋画面２００が表示される（ステップ
Ｓ１１）。以後，スケジュール管理機能が，情報処理装置１０のＯＳ上で，常時実行状態
となる。
【００７７】
　スケジュール情報保持部１０３に保持されたスケジュール情報を対処期限日時が早い順
にソートし（ステップＳ１２），対処期限日時が早いスケジュール情報から順に，所定数
の未対処のスケジュール情報を付箋画面２００上に表示する（ステップＳ１３）。このと
き，通知時間が過ぎたスケジュール情報，対処期限日時が過ぎたスケジュール情報につい
ては，強調表示する。
【００７８】
　ユーザ操作によるスケジュール情報の詳細表示指示があれば（ステップＳ１４），スケ
ジュール情報の詳細を表示する（ステップＳ１５）。このとき，ユーザ操作により電子メ
ールへのリンクが指定されれれば（ステップＳ１６），ユーザにより指定された電子メー
ルを開く（ステップＳ１７）。
【００７９】
　ユーザ操作によるスケジュール情報の登録指示があれば（ステップＳ１８），スケジュ
ール情報登録処理を行う（ステップＳ１９）。
【００８０】
　ユーザ操作によるスケジュール情報の編集指示があれば（ステップＳ２０），ユーザの
指示に従って，該当するスケジュール情報を更新する（ステップＳ２１）。
【００８１】
　対処済となったスケジュール情報をログに出力するタイミングであれば（ステップＳ２
２），対処済となったスケジュール情報を対処済スケジュールログ保持部１０８のログに
出力し（ステップＳ２３），そのスケジュール情報をスケジュール情報保持部１０３から
削除する（ステップＳ２４）。
【００８２】
　未対処のスケジュール情報を監視し，通知時間または対処期限日時となったスケジュー
ル情報があれば（ステップＳ２５），対処期限管理処理を行う（ステップＳ２６）。
【００８３】
　ステップＳ１２からステップＳ２６に示す処理を繰り返し，各イベント発生の監視を行
う。
【００８４】
　図９は，本実施の形態によるスケジュール情報登録処理フローチャートである。ユーザ
操作によるスケジュール情報の登録指示を受けると，ユーザにより指定された電子メール
から情報を抽出し（ステップＳ３０），抽出された情報からスケジュール情報を生成し（
ステップＳ３１），生成されたスケジュール情報をスケジュール情報保持部１０３に保持
する（ステップＳ３２）。このとき，抽出できなかった情報については，情報なしとする
か，所定のデフォルト情報を割り当てる。
【００８５】
　依頼への対処を承認する旨を示す電子メールを生成し（ステップＳ３３），依頼元に送
信する（ステップＳ３４）。
【００８６】
　図１０は，本実施の形態による対処期限管理処理フローチャートである。通知時間また
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は対処期限日時となった未対処のスケジュール情報があれば，そのスケジュール情報が他
に依頼したスケジュールの情報であるか，他から依頼されたスケジュールの情報であるか
を判定する（ステップＳ４０）。他に依頼したスケジュール情報であれば，対処期限が近
くなったまたは対処期限日時となった旨を，ポップアップ表示によりユーザに通知する（
ステップＳ４１）。他から依頼されたスケジュール情報であれば，対処期限が近くなった
または対処期限日時となった旨を示す電子メールを作成し（ステップＳ４２），依頼先に
送信する（ステップＳ４３）。このとき複数の依頼先があれば，それぞれに通知する。
【００８７】
　以上説明した付箋スケジュール管理部１００による処理は，コンピュータとソフトウェ
アプログラムとによって実現することができ，そのプログラムをコンピュータ読み取り可
能な記録媒体に記録することも，ネットワークを通して提供することも可能である。
【００８８】
　以上，本発明の実施の形態について説明したが，本発明は本実施の形態に限られるもの
ではない。例えば，本実施の形態では，電子メール等のファイルに含まれた作業などの依
頼の対処期限日時のスケジュールを管理する例についてのみ説明しているが，他にも電子
メール等のファイルに含まれた会議の予定などの対処日時のスケジュールを管理など，様
々なスケジュールの管理を行うことができる。
【００８９】
　また，例えば，本実施の形態による付箋スケジュール管理部１００が，ファイルの情報
から登録されたスケジュール情報のスケジュール管理のみが記載されているが，ユーザ自
身が入力した情報で登録したスケジュール情報をスケジュール管理する機能を併せ持って
いても問題はない。
【００９０】
　以上説明した本実施の形態の特徴を列挙すると，以下の通りとなる。
【００９１】
　（付記１）
　情報処理装置が実行するスケジュール管理プログラムであって，
　前記情報処理装置を，
　スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部と，
　ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出された情報をもとに
スケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報を前記スケジュール情報保持部
に登録するスケジュール情報登録部と，
　表示画面上にスケジュール管理画面を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に前
記保持されたスケジュール情報を表示する表示制御部として，
　機能させることを特徴とするスケジュール管理プログラム。
【００９２】
　（付記２）
　前記スケジュール情報は，情報の抽出元である前記ファイルへのリンク情報を有し，
　前記表示制御部は，前記スケジュール管理画面を介したユーザ操作により前記ファイル
の内容表示が指示されたときに，前記ファイルへのリンク情報に基づいて，前記表示画面
上にユーザにより指定された前記ファイルの内容を表示する
　ことを特徴とする付記１に記載のスケジュール管理プログラム。
【００９３】
　（付記３）
　前記情報処理装置を，ユーザの指示により前記保持されたスケジュール情報を編集する
スケジュール情報編集部として，
　機能させることを特徴とする付記１または付記２に記載のスケジュール管理プログラム
。
【００９４】
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　（付記４）
　前記スケジュール情報は，ユーザにスケジュールへの対処を促す通知を行う日時を示す
通知日時の情報を有し，
　前記表示制御部は，前記通知日時を経過した前記スケジュール情報について，ユーザに
該当スケジュールへの対処を促す表示を行う
　ことを特徴とする付記１から付記３までのいずれかに記載のスケジュール管理プログラ
ム。
【００９５】
　（付記５）
　前記スケジュール情報は，スケジュールへの対処が終了しているか否かを示す情報を有
し，
　前記情報処理装置を，対処が終了した前記スケジュール情報を対処済スケジュール情報
のログに出力し，前記スケジュール情報保持部から削除する対処済スケジュールログ出力
部として，
　機能させることを特徴とする付記１から付記４までのいずれかに記載のスケジュール管
理プログラム。
【００９６】
　（付記６）
　前記表示制御部は，前記スケジュール情報を前記処理日時が早い順にソートして表示す
る
　ことを特徴とする付記１から付記５までのいずれかに記載のスケジュール管理プログラ
ム。
【００９７】
　（付記７）
　前記表示制御部は，前記対処日時を経過したスケジュール情報について，ユーザに該当
スケジュールへの対処を促す表示を行う
　ことを特徴とする付記１から付記６までのいずれかに記載のスケジュール管理プログラ
ム。
【００９８】
　（付記８）
　前記ファイルは電子メールである
　ことを特徴とする付記１から付記７までのいずれかに記載のスケジュール管理プログラ
ム。
【００９９】
　（付記９）
　前記スケジュール情報登録部は，前記登録指定された電子メールが受信メールである場
合に，前記登録指定された電子メールの送信元に対して，スケジュールへの対処を承認す
る通知を行う
　ことを特徴とする付記８に記載のスケジュール管理プログラム。
【０１００】
　（付記１０）
　前記スケジュール情報は，ユーザにスケジュールへの対処を促す通知を行う日時を示す
通知日時の情報を有し，
　前記情報処理装置を，情報の抽出元である電子メールが送信メールである前記スケジュ
ール情報について，前記通知日時が経過した場合に，前記情報の抽出元である電子メール
の送信先にスケジュールへの対処を促す通知を行う対処管理部として，
　機能させることを特徴とする付記８または付記９に記載のスケジュール管理プログラム
。
【０１０１】
　（付記１１）
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　前記情報処理装置を，情報の抽出元である電子メールが送信メールである前記スケジュ
ール情報について，前記対処日時が経過した場合に，前記情報の抽出元である電子メール
の送信先にスケジュールへの対処を促す通知を行う対処管理部として，
　機能させることを特徴とする付記８または付記９に記載のスケジュール管理プログラム
。
【０１０２】
　（付記１２）
　前記スケジュール管理プログラムは，常駐プログラムである
　ことを特徴とする付記１から付記１１までのいずれかに記載のスケジュール管理プログ
ラム。
【０１０３】
　（付記１３）
　スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部と，
　ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出された情報をもとに
スケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報を前記スケジュール情報保持部
に登録するスケジュール情報登録部と，
　表示画面上にスケジュール管理画面を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に前
記保持されたスケジュール情報を表示する表示制御部とを備える
　ことを特徴とするスケジュール管理装置。
【０１０４】
　（付記１４）
　スケジュールの対処日時の情報を含むスケジュール情報を記憶装置に保持するスケジュ
ール情報保持部を備えたスケジュール管理装置が実行するスケジュール管理方法であって
，
　ユーザ操作により登録指定されたファイルから情報を抽出し，抽出された情報をもとに
スケジュール情報を生成し，生成されたスケジュール情報を前記スケジュール情報保持部
に登録する過程と，
　表示画面上にスケジュール管理画面を表示し，表示されたスケジュール管理画面上に前
記保持されたスケジュール情報を表示する過程とを有する
　ことを特徴とするスケジュール管理方法。
【図面の簡単な説明】
【０１０５】
【図１】本実施の形態による付箋スケジュール管理部の構成例を示す図である。
【図２】付箋画面が常駐表示されたデスクトップ画面の例を示す図である。
【図３】本実施の形態によるスケジュール情報管理テーブルの例を示す図である。
【図４】スケジュール情報の詳細表示の例を示す図である。
【図５】スケジュール情報の登録の例を説明する図である。
【図６】対処期限が近づいたことをポップアップ表示で通知する画面の例を示す図である
。
【図７】対処済となったスケジュール情報を付箋画面上に非表示とする例を説明する図で
ある。
【図８】本実施の形態によるスケジュール管理処理フローチャートである。
【図９】本実施の形態によるスケジュール情報登録処理フローチャートである。
【図１０】本実施の形態による対処期限管理処理フローチャートである。
【符号の説明】
【０１０６】
　１０　情報処理装置
　２０　ディスプレイ
　３０　入力装置
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　１００　付箋スケジュール管理部
　１０１　ユーザ操作受付処理部
　１０２　表示制御処理部
　１０３　スケジュール情報保持部
　１０４　スケジュール情報登録処理部
　１０５　スケジュール情報編集処理部
　１０６　対処期限管理処理部
　１０７　対処済スケジュールログ出力部
　１０８　対処済スケジュールログ保持部
　１２０　スケジュール一覧ソート処理部
　１２１　対処促進通知処理部
　１４０　スケジュール情報自動抽出処理部
　１４１　依頼承認処理部
　１６０　残時間カウント処理部
　１６１　依頼先管理処理部

【図１】 【図２】
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